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初
等
中
等
教
育
分
科
会
運
営
規
則

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
日

初
等
中
等
教
育
分
科
会
決
定

中
央
教
育
審
議
会
運
営
規
則
（
平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
日
中
央
教
育
審
議
会
決
定
）
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

初
等
中
等
教
育
分
科
会
運
営
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条

初
等
中
等
教
育
分
科
会
（
以
下
「
分
科
会
」
と
い
う

）
の
議
事
の
手
続
そ
の
他
分
科
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事

。

項
は
、
中
央
教
育
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
号
）
及
び
中
央
教
育
審
議
会
運
営
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ

か
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
部
会
）

第
二
条

分
科
会
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
分
担
さ
せ
る
た
め
、
部
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

一

初
等
中
等
教
育
の
教
育
課
程
に
関
す
る
重
要
事
項

二

教
育
職
員
の
養
成
並
び
に
資
質
の
保
持
及
び
向
上
に
関
す
る
重
要
事
項
並
び
に
教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
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律
第
百
四
十
七
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
中
央
教
育
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う

）
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事

。

項
三

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
分
科
会
が
必
要
と
認
め
る
事
項

第
三
条

部
会
長
は
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
部
会
に
属
さ
な
い
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
を
、
会
議
に
出
席
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
部
会
の
議
決
）

第
四
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
部
会
の
議
決
を
も
っ
て
分
科
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

理
科
教
育
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
九
条
第
一
項
、
産
業
教
育
振
興
法
（
昭
和
二
十
六
年
法

律
第
二
百
二
十
八
号
）
及
び
教
育
職
員
免
許
法
の
規
定
に
基
づ
き
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項

二

理
科
教
育
振
興
法
施
行
令

昭
和
二
十
九
年
政
令
第
三
百
十
一
号

第
二
条
第
二
項
及
び
産
業
教
育
振
興
法
施
行
令

昭

（

）

（

和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
五
号
）
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項

三

そ
の
他
分
科
会
に
お
い
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
事
項

２

前
項
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て
部
会
が
議
決
し
た
と
き
は
、
部
会
長
は
、
速
や
か
に
、
分
科
会
長
に
そ
の
議
決
の
内
容
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を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
会
議
の
公
開
）

第
五
条

分
科
会
の
会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
公
開
し
て
行
う
。

一

分
科
会
長
の
選
任
そ
の
他
人
事
に
関
す
る
事
項
を
議
決
す
る
場
合

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
分
科
会
長
が
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
公
平
か
つ
中
立
な
審
議
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

（
会
議
の
傍
聴
）

第
六
条

分
科
会
の
会
議
を
傍
聴
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
初
等
中
等
教
育
企
画

（

「

」

。
）

。

、

課

以
下
こ
の
条
に
お
い
て

事
務
局

と
い
う

の
定
め
る
手
続
に
よ
り
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
だ
し

分
科
会
の
会
議
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
そ
の
人
数
は
、
原
則
と
し
て
当
該
各
号
に
掲

げ
る
人
数
と
す
る
。

一

放
送
機
関
、
新
聞
社
、
通
信
社
そ
の
他
の
報
道
機
関
に
所
属
す
る
者

一
社
に
つ
き
一
人

二

前
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

原
則
と
し
て
受
付
の
順
序
に
従
っ
て
事
務
局
が
許
可
す
る
人
数
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２

前
項
の
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
登
録
傍
聴
人
」
と
い
う

）
は
、
分
科
会
長
の
許
可
を
受
け
て
、

。

会
議
を
撮
影
し
、
録
画
し
、
又
は
録
音
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

登
録
傍
聴
人
は
、
前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
事
務
局
の
定
め
る
手
続
に
よ
り
申
請
す
る
と
と
も
に
、
会

議
を
撮
影
し
、
録
画
し
、
又
は
録
音
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
事
務
局
の
指
示
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

登
録
傍
聴
人
は
、
会
議
の
進
行
を
妨
げ
る
行
為
又
は
他
の
登
録
傍
聴
人
の
傍
聴
を
妨
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

５

分
科
会
長
は
、
登
録
傍
聴
人
が
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
ず
、
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
事
務
局
の

指
示
に
従
わ
ず
に
会
議
を
撮
影
し
、
録
画
し
、
若
し
く
は
録
音
し
た
と
き
、
又
は
前
項
に
規
定
す
る
行
為
を
し
た
と
き
は
、

退
場
を
命
ず
る
等
適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
議
資
料
の
公
開
）、

。

、

、

第
七
条

分
科
会
長
は

分
科
会
の
会
議
に
お
い
て
配
付
し
た
資
料
を
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
だ
し

分
科
会
長
は

公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
公
平
か
つ
中
立
な
審
議
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
正
当
な
理

由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
会
議
資
料
の
全
部
又
は
一
部
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
議
事
録
の
公
開
）
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第
八
条

分
科
会
長
は
、
分
科
会
の
会
議
の
議
事
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
分
科
会
長

は
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
公
平
か
つ
中
立
な
審
議
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
正
当

な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
議
事
録
の
全
部
又
は
一
部
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
議
事
録
の
全
部
又
は
一
部
を
非
公
開
と
す
る
場
合
に
は
、
分
科
会
長
は
非
公
開
と
し
た
部
分
に
つ
い

て
議
事
要
旨
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
開
す
る
も
の
と
す
る
。

（
雑
則
）

第
九
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
分
科
会
の
議
事
の
手
続
そ
の
他
分
科
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
分
科

会
長
が
分
科
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
分
科
会
の
決
定
の
日
（
平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。


